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『国
号
考
』
の
仮
名
字
体

―
―
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避

・
追
考
―
―

は

じ

め

に

本
稿
の
筆
者
は
、
先
に
本
居
宣
長

『古
事
記
伝
』
板
本
に
使
用
さ
れ
る
仮
名

字
体
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
『古
事
記
伝
』
板
本
に
は
訓
仮
名
出
自
の
仮
名
字

体
の
使
用
を
意
図
的
に
避
け
る
と
い
う
表
記
原
則
が
存
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
原
則
を

「訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
」
と
名
づ
け
た
。
そ
し
て
、
そ

の
原
則
の
創
出
の
背
景
に
は
、
近
世
の
国
学
者

・
漢
学
者
ら
の
著
述
に
広
く
認

め
ら
れ
る
、
万
葉
仮
名
の
う
ち
の
音
仮
名
を
正
統
な
仮
名
と
捉
え
る
万
葉
仮
名

観
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
な
叱
本
稿
は
、
前
稿

の
論
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
と
い
う
表
記
原
則
が
、
宣

長
の
著
作
の
板
本
で
は

『古
事
記
伝
』
以
外
に

『国
号
考
』
に
も
適
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
を
新
た
に
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
態
の
検
討
を
通
じ

て
、
こ
の
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
と
い
う
表
記
原
則
の
本
質
と
運
用
に
つ
い

て
、
考
察
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
「国
号
考
』
板
本
の
仮
名
字
体

『国
号
考
』
（天
明
七
年
刊
）
は
、
日
本
を
表
す
国
名
の
数
々
に
つ
い
て
考
証

を
行
っ
た
宣
長
の
著
作
で
あ
る
。
板
本
の
板
下
は
、
宣
長
の
長
男
で
あ
る
本
居

内

田

碁
示

（２
）

春
庭
が
認
め
て
い
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
本
書
の
板
本
に
使
用
さ
れ
る
仮
名
字

体
の
全
体
像
を
、
次
頁
の
表

。
一
に
整
理
し
て
ま
と
め
な
咆

『国
号
考
』
板
本
の
仮
名
字
体
に
関
し
て
は
、
既
に
矢
田
勉
氏
が

「特
殊
な

平
仮
名
字
体
の
使
用
」
と
い
う
特
徴
の
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
“
祀
実

際
、
表
。
（一ユ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
仮
名
字
体
の
う
ち
、
「許
。
受
・都
・婆
。
夫
・

閉

・
倍

。
米
」
な
ど
は
、
同
時
代
の
小
説
類
板
本
で
は
あ
ま
り
使
用
が
認
め
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
「宇
。衣
・美
」
な
ど
漢
字
の
草
体
に
近
い
字
体
が
使
用
さ
れ

て
い
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
矢
田
氏
は
、
『国
号
考
』
板
本
に
見
ら
れ
る
特
殊

な
仮
名
字
体
の
多
く
が

『古
事
記
伝
』
板
本
で
も
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
「
国
号
考
』
が

『古
事
記
伝
』

働
赫
わ
効
河
跡
副
一糾
騨
ざ
ピ
／
一
）≠
ψ
輌
諸
辞
螂
脚
櫛
¨
使 一
嚇
裁
は
る っ
は
徊
『

体
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
筆
者
も
前
稿
で
調
査
を
行
っ
た
心
ｔ
矢
田
氏
の
指
摘

通
り
、
『国
号
考
』
板
本
と
共
通
す
る
仮
名
字
体
は
多
く
認
め
ら
れ
、
両
書
の
表

記
に
何
ら
か
の
関
連
性
が
存
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し

前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
『古
事
記
伝
』
で
は
、
単
に
近
世
と
し
て
は
特
異
な
仮

名
字
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避

と
い
う
表
記
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
点
に
、
そ
の
仮
名
字
体
使
用
の
特
色
が
あ



表

。
一

『国
号
考
』
板
本
に
お
け
る
使
用
仮
名
字
体

一
覧

に
わ
～

う

雄

や
喝
ｌ
μ
ｌ

几
“

ハ
蓼

ｅ
ふ

た

●
ゥ
″
″
う
・ワ

り
う

島
Ｉ

ｒ

ヒ

　

．

ウ
エ
■
ラ

い
ケ
あ

よ
■

“
‘
１

ワ

ち
ｉ
ｌ
し
ら

〓
こ
外
″

い
う

冒

ラ肩

Й

ワ
０
υ
じ
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ふ
７
夕
腱
あ

“
″
η

秘
Ｖ

ハ
ｒ
作
よ

、

４

●

Ｌ

，

ま

エ

リ

あ 】
７
冽
郡

た

ち 蓄

Ｆ

２

ら
‘

て

マ
ｔ
，
ヽ

Ｅ
，
均
七

響

ヽ
た
か

ど
を
を
ズ

つ
う
よ Ы
Ы
ｌ
ｌ
と

“
り
な
タ

弓

．バ

ス

潔

■

１

2

ヽ
７

あ
々

″
ポ

っ
た
。
本
節
で
は
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
と
い
う
観
点
か
ら
、
『国
号
考
』

板
本
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
、

先
の
表

。
一
に
掲
げ
た

『国
号
考
』
板
本
所
用
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
そ
の
字

源
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

（但
、
合
字
コ
ト
を
除
く
）。

安
・阿
　
以

宇

衣

於

加
・可
　
幾
。起
　
久
・具
　
計
・気
。希
。遺
　
己
・

古
・許

左
・佐

之
皇
心
須
・受

世
・勢

曽

多
・太

知

都

天

登
・止

奈
・那

な
。仁
。耳

奴
。怒

祢
。年

乃
・能

波
・八
・婆

比
・飛

不
。布
・

婦
。夫

閉
・遍
・倍

保
。本

末
・満
。万

美

武
・牟

免
。米

毛

也

由

与

良
・羅

利
・里
・李
・梨

留
。流
・類
。累

礼
・連

呂
・路

王
・和

恵

遠
。越

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
字
源
を
通
覧
す
る
と
、
表

。
一
に
掲
出
さ
れ
る
仮
名
字
体

は
、
全
て
字
音
に
基
づ
く
字
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
『国
号
考
』

板
本
に
お
い
て
は
音
仮
名
出
自
の
仮
名
字
体
が
専
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
、
『国
号
考
』
板
本
に
つ
い
て
も
『古
事
記
伝
』
板
本
と
同
様
、

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
右
に
列
挙
し
た
字
源
の
う
ち
、
「止
」
に
関
し
て
は
若
干
問
題
が
存

す
る
。
『国
号
考
』
板
本
に
は

〈卜
〉
の
仮
名
字
体

「
ど
」
が
一
例

（
一
二
オ
）

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「じ
」
は
字
源

「止
」
の
字
音
に
出
来
す
る
字
体

と
考
え
ら
れ
、
現
代
の
視
点
か
ら
は
音
仮
名
出
自
字
体
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

「ど
」
は
、
先
に
調
査
し
た

『古
事
記
伝
』
板
本
に
お

い
て
は
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
対
象
字
体
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

宣
長
の

「古
事
記
伝
板
下
認
振
之
事
」
は
、
「古
事
記
伝
』
巻
二
一
の
板
下
執

筆
者
で
あ
る
栗
田
土
柿
靴
宛
て
て
記
さ
れ
た
、
『古
事
記
伝
』
板
下
執
筆
に
際
し

て
の
注
意
書
き
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は

『古
事
記
伝
』
板
下
の
使
用
仮
名
字
体

を
具
体
的
に
指
定
す
る
く
だ
り
が
存
し
、
使
用
を
避
け
る
べ
き
仮
名
字
体
と
し

て
、
「者

・
へ
。
と
。
と
。
つ
。
徒

。
江

・
め
・
ミ
」
の
九
字
体
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の

「古
事
記
伝
板
下
認
振
之
事
」
に
お
け
る
使
用
仮
名
字
体
選
定
の

態
度
の
背
後
に
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
使
用
を
避
け
、
音
仮
名
出
自
字
体
の
み

を
統

一
的
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
宣
長
の
意
向
が
読
み
取
れ
る
こ
と
は
前
稿
で

論
じ
た
通
り
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
こ
に
訓
仮
名
出
自
字
体
の

忌
避
の
対
象
と
な
る
字
体
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
で
は
音
仮
名
出
自
と
解
さ
れ

る
先
の

「ど
」
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
の
背
景
に
は
、
近
世
に
お
け
る

「ど
」
の
字
源
解
釈
の
問
題
が
関

与
し
て
い
る
。
近
世
に
は
、
こ
の

「じ
」
の
字
源
に
関
し
て
、
漢
字

「土
」
の

字
音
に
基
づ
く
字
体
と
捉
え
る
説
と
、
漢
字

「止
」
の
字
訓
に
基
づ
く
字
体
で

あ
る
と
す
る
説
と
の
二
説
が
対
立
し
て
い
な
に
「ど
」
は
ヽ
訓
仮
名
出
自
と
も
解

さ
れ
得
る
仮
名
字
体
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
宣
長
は
、
確
実
に
音



仮
名
出
自
と
目
さ
れ
る
仮
名
字
体
の
み
を
使
用
字
体
と
し
、
純
粋
な
訓
仮
名
出

自
字
体
の
ほ
か
、
音
仮
名
出
自
か
訓
仮
名
出
自
か
確
定
で
き
な
い
字
体
を
も
忌

硼
¨
い
躊
膿
」
け
は
わ
」
哨
可
村
溝
強
制
獄
¨
“
猪
揃
％
出
自
と
さ
れ
る
「ど
」

こ
の
よ
う
な
近
世
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
字
源
の
認
識
の
あ
り
よ
う
を
考
慮

に
入
れ
れ
ば
、
『国
号
考
』
板
本
で
の

「ど
」
の
使
用
は
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の

忌
避
の
原
則
か
ら
は
外
れ
る
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
「国
号
考
』
板

本
に
お
け
る

「ど
」
の
使
用
は
、
先
述
の
通
り

一
例
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
不

注
意
に
よ
る
使
用
例
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。
訓
仮
名
自
字
体
の
忌
避
と
い
う
表
記

原
則
は
、
基
本
的
に

『国
号
考
』
板
本
で
も
適
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
“
ｔ

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
と
い
う
表
記
原
則
は
、
前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、

古
代
に
お
け
る
表
記
の
あ
り
よ
う
、
特
に

『古
事
記
』
の
万
葉
仮
名
表
記
に
お

け
る
訓
仮
名
の
不
使
用
と
い
う
原
則
に
倣
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
訓

仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
『古
事
記
伝
』
に
適
用
さ
れ
た
の
も
、
内
容
面
で
『古

事
記
』
と
い
う
文
献
と
直
接
的
な
関
わ
り
を
有
す
る
が
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、　
一
方

『国
号
考
』
は
、
『古
事
記
」
も
引
証
の
一
つ
と
し
て
利
用
し
て

は
い
る
も
の
の
、
『古
事
記
』
と
の
関
係
は

『古
事
記
伝
』
ほ
ど
に
密
接
だ
と
は

一言
い
が
た
い
。
な
ぜ

『国
号
考
』
板
本
に
お
い
て
も
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避

が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
経
緯
が
問
わ
れ
よ
う
。
『国
号
考
』
板
本
に
お

け
る
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
適
用
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

っ
て
、
こ
の
表
記
原
則
の
有
す
る
性
格
や
、
そ
の
運
用
に
関
し
、
新
た
な
角
度

か
ら
考
察
を
加
え
る
必
要
が
出
て
き
た
と
言
え
る
。

二
、
『古
事
記
伝
』
板
本
と
の
比
較

本
節
で
は
、
『国
号
考
』
板
本
と

『古
事
記
伝
』
板
本
双
方
に
お
け
る
訓
仮
名

出
自
字
体
の
忌
避
の
実
態
を
比
較
し
、
そ
の
差
異
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

両
書
へ
こ
の
表
記
原
則
が
適
用
さ
れ
た
時
期
の
先
後
関
係
を
明
確
に
し
、
さ
ら

に
そ
の
創
出
の
直
接
の
契
機
を
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
『国
号
考
』
及
び

『古
事
記
伝
』
の
板
本
で
は
と
も
に
訓
仮
名

出
自
字
体
の
使
用
が
忌
避
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
際
し

て
は
、
両
者
の
間
に
少
な
か
ら
ぬ
差
異
も
ま
た
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず

『国
号
考
』
板
本
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避

に
外
れ
る
例
は
、
近
世
に
お
け
る
仮
名
字
体
の
字
源
認
識
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、

全
体
を
通
じ
て

「
ど
」

一
例
の
み
で
あ
り
、
こ
の
表
記
原
則
を
か
な
り
厳
密
に

実
践
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「古
事
記
伝
』
板
本
で
は
、
原
則
と
し
て
は
訓

仮
名
出
自
字
体
が
忌
避
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
例
外
と
な
る
例
も

多
く
存
す
る
。
具
体
的
に
は
、
全
巻
を
通
じ
て
計
二
八
七
七
例
の
訓
仮
名
出
自

字
体
の
忌
避
に
反
す
る
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
祐
叱
こ
の
よ
う
な
両
書
に
お

け
る
例
外
の
数
の
多
少
は
、
『国
号
考
』
板
本
が
全

一
巻
で
あ
る
の
に
対
し
、
『古

事
記
伝
』
板
本
は
全
四
四
巻
と
大
部
で
あ
る
と
い
う
、
分
量
的
な
差
に
よ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
か
と
は
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
を
勘
案
し
た
と
し
て
も
、
あ
ま
り

に
顕
著
な
差
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
原
則
を
遵
守

す
る
度
合
と
い
う
点
に
お
い
て
、
『国
号
考
』
板
本
と

『古
事
記
伝
』
板
本
と
の

間
に
は
、
明
ら
か
な
差
が
看
取
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
両
書
に
お
け
る
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
例
外
の
問
題
に

関
連
し
て
注
意
し
た
い
の
は
、
仮
名
字
体

「
へ
。
と

。
と
」
の
使
用
に
関
す
る

態
度
で
あ
る
。
「
へ
ｏ
と
。
ど
」
は
い
ず
れ
も
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
対
象

字
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず

『古
事
記
伝
』
板
本
で
は
ま
と
ま
っ
た

数
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
三
字
体
合
わ
せ
て
計
二
七
六

一
例
の

使
用
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は

『古
事
記
伝
』
板
本
全
体
に
お
け
る
訓
仮
名
出
自



字
体
の
忌
避
の
例
外
の
約
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
こ
の
数
値
か
ら
、

こ
の
三
字
体
の
多
用
が
先
に
指
摘
し
た

「国
号
考
』
板
本

・
『古
事
記
伝
』
板
本

間
の
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
遵
守
す
る
度
合
の
差
の
直
接
的
な
要
因
と
も

な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「古
事
記
伝
』
板
本
内
部
に
お

け
る

「
へ
ｏ
と
・
８
」
の
用
例
の
分
布
状
況
に
注
目
す
る
と
、
ま
た
新
た
に
興

味
深
い
問
題
が
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

『古
事
記
伝
』
板
本
に
関
し
て
、
「
へ
。
と
。
ど
」
に
限
ら
ず
、
訓
仮
名
出
自

字
体
の
忌
避
に
反
す
る
用
例
全
般
の
分
布
状
況
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の

剛
科
脚
」
は
わ
硝
れ
あ
漱
静
麻
鋤
硼
凛
）
時
れ
は
、
』
』
嗣
敵
卸
論
は
ど
継
漱

で
あ
る
が
、
『古
事
記
伝
』
板
下
の
製
作
開
始
当
初
に
板
下
書
き
を
担
当
し
た
春

庭
と
、
そ
れ
以
外
の
板
下
執
筆
者
と
を
比
較
す
る
と
、
春
庭
が
板
下
を
担
当
し

た
巻

（巻

一
～

一
四

。
一
八
～
二
〇
）
で
は
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
よ
り

厳
密
に
守
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
春
庭
が
板
下
書
き
を
担
当
し
た

範
囲
の
巻
々
の
内
部
に
お
け
る
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
に
外
れ
る
用
例
の

表

。
二

分
布
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
、
表

。
二
で
あ
る
。

表

。
二
よ
り
、
春
庭
の
板
下
執
筆
箇
所
に
お
い
て
は
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の

忌
避
の
例
外
と
し
て

「
へ
。
と
。
ど
。
丹
」
の
四
字
体
の
使
用
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち

「丹
」
は
用
例
数
が
比
較
的
少
な
く
、
不
注
意
に
よ

る
使
用
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。　
一
方

「
へ
。
と
。
ど
」
は
、
巻
二
・

八
二

九
の
三
巻
に
お
い
て
は
か
な
り
多
用
さ
れ
る
も
の
の
（表
中
網
か
け
部
）、

そ
れ
以
外
の
巻
で
は
全
く
使
用
さ
れ
な
い
と
い
う
際
だ
っ
た
分
布
上
の
偏
り
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

「
へ
。
と
ｏ
ど
」
が
多
用
さ

れ
る
巻
二
・
八

。
一
九
の
三
巻
が
、
い
ず
れ
も

『古
事
記
伝
』
の
板
行
過
程
の

最
初
期
に
板
下
が
製
作
さ
れ
た
巻
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
“
せ

つ
ま
り
ヽ
こ
の

「
へ
。
と
。
ど
」
の
用
例
の
分
布
の
偏
り
か
ら
は
、
『古
事
記
伝
』
板
本
に
お
け

る
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
運
用
に
関
し
て
、
板
下
製
作
を
開
始
し
た
当
初

に
お
い
て
は

「
へ
。
と
。
ど
」
は
忌
避
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、

後
に
方
針
が
転
換
さ
れ
、
使
用
が
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

変
化
の
跡
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
へ
ｏ
と
。
と
」
は
、
い
ず

れ
も
近
世
に
お
い
て
は
字
源
説
が

一
定
し
て
い
な
い
仮
名
字
体
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
字
体
は
、
字
源
解
釈
の
立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
は
、
音
仮
名
出
自

ｏ
訓

仮
名
出
自
の
ど
ち
ら
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
得
た
わ
け
で
あ
る
。
「古
事
記
伝
』
板

本
に
お
け
る

「
へ
ｏ
と
ｏ
と
」
の
使
用
に
関
わ
る
態
度
の
変
化
も
、
字
源
説
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
字
体
を
忌
避
の
対
象
に
含
み
入
れ
る
か
否
か
の

判
断
が
揺
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
翻
っ
て
、
『国
号
考
』
板
本
に
お
け
る
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
あ

り
よ
う
を
顧
み
て
み
る
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「国
号
考
』
板
本
で
は
「ど
」

が

一
例
使
用
さ
れ
る
の
み
で
、
基
本
的
に

「
へ
ｏ
と

ｏ
ど
」
は
使
用
が
避
け
ら

れ
て
い
た
。
「国
号
考
』板
本
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
仮
名
字
体
使
用
の
実
態
は
、

狡
ヘ ト

と
=
丹

巻 一 0

巻 三 0

巻 四 0

巻 五 0

巻 六 0

巻 七 0

巻 九 0

巻一〇 0

巻一一 0 0

巻一二 0 0

巻一三 0 0

巻一四 0 0

巻一八 0 0

巻二〇 0



『古
事
記
伝
』
板
本
に
お
い
て
、
「
へ
。
と
・
８
」
三
字
体
の
扱
い
に
対
す
る
態

度
が
転
換
し
た
後
の
時
点
で
の
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
あ
り
よ
う
と
一
致

す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
な
わ
ち

『国
号
考
』
板
下
の
執
筆
さ
れ
た
時
期
が
、

『古
事
記
伝
』
巻
二
・
八

。
一
九
の
板
下
の
執
筆
時
期
よ
り
も
後
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
ま
ず

『古
事

記
伝
』
の
板
下
執
筆
に
際
し
て
実
践
さ
れ
、
『国
号
考
』
板
本
へ
の
適
用
は
、
そ

れ
よ
り
も
遅
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は

『古
事
記
』
に
お
け
る
万
葉
仮
名
表
記
の
あ
り

よ
う
を
強
く
念
頭
に
置
い
て
創
出
さ
れ
た
表
記
原
則
で
あ
り
、
そ
の
創
出
の
直

接
の
契
機
は
、
や
は
り

『古
事
記
』
と
内
容
面
で
密
接
な
関
係
を
有
す
る

『古

事
記
伝
』
の
板
行
に
あ
っ
た
の
だ
と
言
え
る
。
『古
事
記
伝
』
板
本
と
『国
号
考
』

板
本
と
の
表
記
面
に
お
け
る
影
響
関
係
に
関
し
て
、
先
に
矢
田
勉
氏
は
、
ヨ
曜
「

考
』
か
ら

『古
事
記
伝
』
へ
と
い
う
方
向
で
の
影
響
の
可
能
性
を
論
じ
た
が
、

両
書
に
お
け
る
仮
名
字
体
使
用
の
実
態
に
基
づ
け
ば
、
ま
わ
影
響
の
方
向
は
逆

転
さ
せ
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
「国
号
考
』
に
は
宣
長
の
自
筆
稿
本
が
現
存
し
、
現
在
は
本
居
宣
長
記

念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
（
一

こ
の
稿
本
は
墨
付
二
四
丁
に
付
箋
が
計
七
枚
付
さ

れ
て
お
り
、
随
所
に
本
文
訂
正
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
試
み
に
、
こ
の
稿
本
に

お
い
て
も
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
見
ら
れ
る
か
調
査
し
て
み
る
と
、
本
文

部
分
に
お
い
て
は
適
用
の
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
付
箋
に
記
さ
れ
た
訂

紅
群
獄
詢
確 一
調
鋤
は
赫
「
】
囃
〓
Ⅷ
師
猛
劃
鞠
許
泌
】製
謳
コ
『
向
棚
け
れ
】
「

て

『国
号
考
』
稿
本
に
お
い
て
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
行
わ
れ
た
可
能
性

を
示
す
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、
こ
の

『国
号
考
』
稿
本
の
訂
正
本
文
は
、
「そ
の

訂
正
後
の
本
文
は
、
板
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
て
、
板
下
が
書
か
れ
る
前
に
補

訂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
」
だ
訂
正
本
文
中
に

見
ら
れ
る
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
も
、
板
下
執
筆
直
前
の
段
階
で
な
さ
れ
た

も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が

『国
号
考
』
板
本

に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

一
方
で
、
そ
の
創
出
の
直
接

の
契
機
は
、
あ
く
ま
で
も

『古
事
記
伝
』
の
板
行
に
あ
り
、
原
典

『古
事
記
』

の
万
葉
仮
名
表
記
の
影
響
の
も
と
に
成
り
立
っ
た
表
記
原
則
で
あ
る
こ
と
が
改

め
て
確
認
さ
れ
た
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
よ
う
に

『古
事
記
』
と
い

う
文
献
に
即
し
て
創
出
さ
れ
た
原
則
が
、
な
ぜ

『国
号
考
』
板
本
に
も
適
用
さ

れ
た
の
か
と
い
う
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
運
用
の
あ
り
方
に
関
わ
る
間

題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
運
用

前
節
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
『国
号
考
』
板
本
の
表
記
に
も
訓
仮
名
出
自
字
体

の
忌
避
と
い
う
原
則
の
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
『古
事
記
伝
』
『国

号
考
』
の
二
作
以
外
の
宣
長
の
著
作
の
板
本
で
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
適

用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
問
題
と
な
る
の

は
、
な
ぜ
こ
の
二
作
に
限
っ
て
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
と
い
う
独
特
の
表

記
原
則
が
と
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

『古
事
記
伝
』
に
つ

い
て
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『古
事
記
』
と
直
接
的
な
関
連
を
有

す
る
点
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
「国
号
考
』
に
関
し
て
は
、
『古

事
記
』
と
特
に
強
い
結
び
つ
き
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
く
、
著
作
の
内
容
面
の

み
か
ら
こ
の
表
記
原
則
が
と
ら
れ
た
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は

『古
事
記
伝
』
及
び

『国
号
考
』
に
つ
い
て
、
両
者
に
共

通
す
る
要
素
を
取
り
出
し
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
「国
号
考
」
板
本
へ
訓
仮
名



出
自
字
体
の
忌
避
が
適
用
さ
れ
た
経
緯
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

『古
事
記
伝
』
『国
号
考
』
両
者
の
共
通
点
と
し
て
、
ま
ず
第

一
に
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
内
容
面
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
古
代
に
関
す
る
考
証
を
旨
と
す
る
著

作
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
『国
号
考
』
は

『古
事
記
』
と
の
直
接
的
な
結
び

つ
き
と
い
う
点
は
や
や
弱
い
も
の
の
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
古
来
の

日
本
の
国
名
に
関
す
る
考
証
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
古
代
に
お
け
る
表
記
の
あ

り
よ
う
を
志
向
す
る
表
記
原
則
で
あ
る
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
『国
号
考
』

板
本
に
適
用
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
も
う

一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、
両
書
の
出
版
に
関
わ
っ
て
、
板
下

製
作
の
事
情
に
共
通
す
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
『古
事
記

伝
』
『国
号
考
』
と
も
、
そ
の
板
下
は
天
明
六
、
七
年
の
重
な
り
合
う
時
期
に
、

本
居
春
庭
に
よ
っ
て
、
執
筆
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
節
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
『古
事
記
伝
』
板
本
内
部
で
の
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
実
態
を

見
た
場
合
、
春
庭
が
板
下
を
担
当
し
た
巻
で
は
、
そ
れ
以
外
の
巻
に
比
し
て
そ

の
原
則
が
よ
り
徹
底
し
て
い
た
。
春
庭
以
外
の
人
物
が
筆
耕
を
務
め
た
巻
で
は
、

多
少
な
り
と
も
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
に
外
れ
た
用
字
を
行
う
場
合
が
多
い
。

例
え
ば
、
宣
長
が
自
ら
板
下
を
認
め
た
巻

一
五
～

一
七
に
さ
え
、
少
数
な
が
ら

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
例
外
が
存
す
る
の
で
あ
孫
で
ま
た
ヽ
『古
事
記
伝
』

の
板
下
執
筆
に
関
し
て
は
、
先
に
も
引
用
し
た

「古
事
記
伝
板
下
認
振
之
事
」

と
い
う
、
板
下
執
筆
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
注
意
書
き
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
逆
に
言
え
ば
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
「古
事
記
伝
板
下
認

振
之
事
」
の
よ
う
な
か
た
ち
で
具
体
的
に
細
か
く
指
示
が
出
さ
れ
な
け
れ
ば
実

践
が
困
難
な
、
特
殊
な
原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
示
し
て
い
よ
う
。
訓

仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
宣
長
の
学
問
的
見
地
に
適
合
す
る
表
記
原
則
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
の
独
自
性
ゆ
え
、
実
践
に
際
し
て
は
、
誰
に
で
も
容
易
に
行
え

る
と
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
ほ
ぼ
完
全
な
か
た

ち
で
実
行
し
て
い
た
春
庭
の
、
筆
耕
と
し
て
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
確
認

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
視
点
を
変
え
、
春
庭
が
筆
耕
を
務
め
た
宣
長
の
著

作
全
般
を
見
渡
し
、
そ
の
中
で
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
と
い
う
表
記
原
則
の

位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
「本
居
春
庭
写
物
覚
帳
」
と
題
す
る
覚
書

れ聾げ蒔厳「鏡等̈
議』】議事腱“しヽっ雛略勤め痺強剛諏嗣調（「言

庭
が
板
下
書
き
を
担
当
し
た
宣
長
の
著
作
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
明
六
～
寛
政
元
年
　
　
『古
事
記
伝
』
巻

一
～

一
三

。
一
八
～
二
∝
彰

天
明
七
年
　
　
　
　
　
　
『国
号
考
』

寛
政
元
年
　
　
　
　
　
　
『玉
く
し
げ
』

寛
政
元
年
　
　
　
　
　
　
『神
代
正
語
』

こ
の
う
ち

『古
事
記
伝
』
及
び

『国
号
考
』
の
板
本
に
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌

避
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
残
る

『玉
く
し

卿
げ

，
表
『抑
謝
鈍
一
け̈
は
わ
い
簾
一
動
赫
】
¨
莉
瑚
動
』
碑
椰
雅
潮
詭
ｈ
韓
稀

代
正
語
』
の
い
ず
れ
の
使
用
仮
名
字
体
に
も
、
「者

・
へ
。
と
。
ど
。
つ
。
徒

・

め
。
ミ
」
と
い
っ
た
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
対
象
と
な
る
字
体
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
『玉
く
し
げ
』
及
び

『神
代
正
語
』
の
板
本
に
関

し
て
は
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
適
用
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
春
庭
板
下
に
よ
る
宣
長
の
著
作
の
板
本
は
、
訓
仮
名
出
自
字
体

の
忌
避
が
適
用
さ
れ
て
い
る

『古
事
記
伝
』
『国
号
考
』
と
、
適
用
さ
れ
て
い
な

い
『玉
く
し
げ
』
『神
代
正
語
』
と
の
二
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
両
群
を
比
較
し
て
気
づ
く
の
は
、
各
群
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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。
三
　
『玉
く
し
げ
』
板
本
に
お
け
る
使
用
仮
名
字
体

一
覧

表

。
四
　
『神
代
正
語
』
板
本
に
お
け
る
使
用
仮
名
字
体

一
覧

著
作
の
有
す
る
内
容
面
で
の
性
質
が
互
い
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
前
者

『古
事
記
伝
』
『国
号
考
」
は
ど
ち
ら
も
専
門
書
的
性
格
を
有
し

た
、
本
格
的
な
古
代
考
証
の
研
究
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者

『玉
く
し
げ
』

『神
代
正
語
』
は
い
ず
れ
も
初
学
者
を
対
象
と
し
、
平
明
を
旨
と
し
て
書
か
れ

た
、
言
わ
ば
入
門
書
的
性
格
を
有
す
る
書
物
な
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
四
作
品
に

つ
い
て
の
検
討
か
ら
、
全
体
的
な
傾
向
性
を
論
じ
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ

き
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
春
庭
が
板
下
書
き
を
担
当
し
た
範
囲
内
に
お
い
て

は
、
専
門
的
内
容
を
有
す
る
古
代
研
究
書
で
は
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
実

践
し
、
初
学
者
向
け
の
書
物
で
は
通
常

一
般
の
仮
名
字
体
使
用
を
行
う
と
い
う

よ
う
に
、
刊
行
さ
れ
る
書
物
の
内
容
面
に
応
じ
て
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避

を
適
用
す
る
か
否
か
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
古
代
に
お
け
る
表
記
の
あ
り
よ
う
を
的
確
に

認
識
し
て
初
め
て
書
き
手
の
真
意
を
理
解
で
き
る
と
い
う
、
街
学
的
と
も
言
え

る
表
記
原
則
で
あ
る
。
宣
長
は
、
『古
事
記
伝
』
『国
号
考
』
と
い
っ
た
、
古
代

考
証
を
旨
と
し
、
か
つ
あ
る
程
度
高
度
な
教
養
を
有
し
た
読
者
が
期
待
さ
れ
る

著
作
に
限
っ
て
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
適
用
し
、
春
庭
に
実
践
さ
せ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
そ
の
本
質
を
理
解
し

う
る
読
者
層
を
意
識
し
た
上
で
実
践
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

ま
　
と
　
め

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
天
明
六
年
に
開
始
さ
れ
た

『古
事
記
伝
』
の

板
下
製
作
を
契
機
と
し
て
、
古
代
に
お
け
る
表
記
の
あ
り
よ
う
、
特
に

『古
事

記
』
の
万
葉
仮
名
表
記
に
お
け
る
訓
仮
名
の
不
使
用
に
則
し
て
創
出
さ
れ
た
表

記
原
則
で
あ
る
。
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
『古
事
記
伝
』
に
引
き
続
い
て

板
下
製
作
が
開
始
さ
れ
た
『国
号
考
」
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
た
。
『古
事
記
伝
』
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及
び

『国
号
考
』
は
、
板
下
製
作
の
段
階
で
、
と
も
に
本
居
春
庭
が
筆
耕
と
し

て
関
与
し
て
お
り
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
の
実
践
に
は
筆
耕
と
し
て
の
春

庭
の
存
在
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
春
庭
が
筆
耕
を
務

め
た
宣
長
の
著
作
を
見
渡
す
と
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
専
門
的
な
古

代
研
究
書
と
い
う
性
格
を
有
す
る

『古
事
記
伝
』
『国
号
考
』
で
実
践
さ
れ
る
一

方
、
『神
代
正
語
』
『玉
く
し
げ
』
と
い
っ
た
入
門
書
的
な
性
格
を
有
す
る
著
作

で
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
著
作
の
内
容
面
や
、
そ
こ
か
ら
想
定
さ
れ
る
読
者

層
に
即
し
た
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『古
事
記
伝
』
板
本
及
び

『国
号
考
』
板
本
以
降
、
宣
長
の
著
作
で
訓
仮
名

出
自
字
体
の
忌
避
が
実
践
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、

春
庭
が
寛
政
三
年
頃
か
ら
目
を
患
い
、
板
下
の
執
筆
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が

直
接
の
大
き
な
理
由
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
に
込

め
ら
れ
た
真
意
を
的
確
に
理
解
し
、
原
則
か
ら
外
れ
ぬ
よ
う
板
下
を
執
筆
す
る

に
は
、
筆
耕
の
側
に
も
相
応
の
素
養
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で
、
春
庭
は

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
実
践
し
て
ゆ
く
上
で
不
可
欠
の
、
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
春
庭
に
よ
る
板
下
執
筆
が
困
難
と
な
っ
て
以
降
は
、

刊
行
途
中
で
あ
っ
た

『古
事
記
伝
』
の
み
は
、
そ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
巻
と

統

一
を
と
る
必
要
か
ら
、
春
庭
以
外
の
人
間
が
板
下
を
認
め
る
に
際
し
て
も
訓

（Ｚ
）

仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
が
実
践
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
著
作
で
は
、
た
と
え

古
代
の
こ
と
を
扱
う
内
容
で
あ
っ
て
も
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
適
用
す

る
こ
と
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

春
庭
の
眼
病
に
よ
り
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
宣
長
の
著
作
に
お
い

て
繁
用
さ
れ
る
機
会
を
失
っ
た
。
ま
た
、
後
代
の
国
学
者
が
自
ら
の
著
作
で
『古

事
記
伝
』
板
本
を
模
し
た
表
記
を
試
み
た
場
合
に
も
、　
一
見
し
て
特
徴
的
な
、

特
殊
な
仮
名
字
体
を
取
り
入
れ
て
使
用
す
る
な
ど
の
表
面
的
な
模
倣
の
範
囲
に

と
ど
ま
り
、寵
割
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
適
切
に
把
握
し
実
践
す
る
者
は
出
現

し
な
か
っ
た
。
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
結
果
的
に
は
、　
一
般
に
浸
透
す

る
こ
と
な
く
、
非
常
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
通
用
し
た
表
記
原
則

で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
運
用
面
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
れ

は
本
来
、
『古
事
記
伝
』
と
い
う
個
別
の
著
作
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

古
代
考
証
の
研
究
書
に
広
く
適
用
さ
れ
得
る
可
能
性
を
有
す
る
表
記
原
則
と
し

て
存
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
は
、
『古
事
記
伝
』
の
執
筆
に
際
し
て
臨
時

的
に

『古
事
記
』
を
模
倣
し
た
表
記
法
を
創
り
出
し
た
と
い
う
よ
う
な
域
を
超

え
、
国
学
と
い
う
学
問
的
基
盤
を
背
景
に
、
古
代
に
則

っ
た
表
記
原
則
を
理
論

的
に
構
成
し
よ
う
と
い
う
、
宣
長
の
新
た
な
表
記
原
則
の
創
出
の
試
み
と
し
て

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

江̈（１
）

「『古
事
記
伝
じ
の
仮
名
字
体
―
―
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
と
そ
の
背
景
―
―
」

∩
国
語
文
字
史
の
研
究
」
六
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
刊
行
予
定
）。
以
下
、
「前

稿
」
と
称
す
る
。
ま
た
、
論
述
の
都
合
上
、
■古
事
記
伝
」
板
本
に
お
け
る
仮
名
字
体

の
使
用
に
関
し
て
、
前
稿
と
重
複
し
て
述
べ
る
部
分
の
含
ま
れ
る
こ
と
を
お
断
り
し

て
お
く
。

（２
）

本
居
春
庭
が
書
写
を
行
っ
た
書
目
の
記
録
で
あ
る
「本
居
春
庭
写
物
覚
帳
」
の
「天

明
七
年
丁
未
」
項
に
、
「国
号
考
　
板
下
」
と
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る

（■本
居
宣
長

全
集
」
別
巻
二

（筑
摩
書
房
、　
一
九
七
七
年
）、
五
四
〇
頁
）。

（３
）

調
査
テ
キ
ス
ト
に
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
天
明
七
年
刊
記
本

（請
求
記

号

¨
三
七
四
―
二
二
②
）
を
使
用
し
た
。
字
体
の
掲
出
に
際
し
て
は
、
原
本
の
あ
り

よ
う
を
よ
り
詳
細
に
表
し
た
い
こ
と
か
ら
、
同
字
源
の
仮
名
字
体
で
、
あ
る
い
は
同

一
字
体
が
臨
時
的
に
形
状
を
変
化
さ
せ
た
と
い
う
、
字
形
上
の
差
異
と
捉
え
得
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
採
用
し
た
。
表

・
三
、
表

・
四
に
つ
い
て
も
同
じ
。

（４
）

矢
田
勉
氏

「鈴
屋
の
文
字
意
識
と
そ
の
実
践
」
翁
鈴
屋
学
会
報
』
第

一
五
号
、　
一

九
九
八
年

一
二
月
）、
二
八
頁
。



（５
）

現
行
の
平
仮
名

。
片
仮
名
字
体
に
な
い
仮
名
字
体
は
、
字
源
の
漢
字
を
代
用
し
て

示
し
た
。
以
下
の
諭
述
で
も
、
論
旨
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
は
同
様
に
処
理
し
た
。

（６
）

注
（４
）
に
同
じ
。

（７
）

前
稿
の
表

。
一
を
参
照
。

（８
）

宣
長
の

「寛
政
八
年
九
月
二
四
日
付
栗
田
土
満
宛
書
簡
」
翁
本
居
宣
長
全
集
」
第

一
七
巻

〈筑
摩
書
房
、　
一
九
八
七
年
）
所
収
、
書
簡
番
号
四
五
九
）
に
別
紙
と
し
て

付
さ
れ
る
。
該
当
部
は
前
稿
に
引
用
し
て
い
る
。

（９
）

契
沖

「和
字
正
濫
抄
」
（元
禄
八
年
刊
）
や
橘
成
員

『倭
字
古
今
通
例
全
書
』
（元

禄
九
年
刊
）
な
ど
に
は
、
二
つ
の
字
源
説
の
対
立
を
窺
わ
せ
る
言
説
が
見
ら
れ
る
。

（１０
）

訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
に
関
し
て
、
現
在
の
字
源
認
識
で
は
音
仮
名
出
自
と
捉

え
ら
れ
る
仮
名
字
体

（「と

。
せ

・
徒
し

も
忌
避
の
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
論
じ
た
。

〈１１
）

な
お
、
矢
田
勉
氏
は
注
（４
コ
硼
考
に
お
い
て
、
『国
号
考
』
板
本
で
は
『古
事
記
伝
し

板
本
と
同
じ
く

「
つ
。
と

・
へ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
着
目
し
て

お
り
、
本
稿
の
指
摘
と
部
分
的
に
重
な
る
。

（・２
）

前
稿
の
表

。
二
を
参
照
。

（‐３
）

注
（１２
）
に
同
じ
。

（・４
）

『古
事
記
伝
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
板
行
の
進
行
状
況
を
記
録
し
た
宣
長
の
覚
書
「古

事
記
伝
上
木
雑
事
」
及
び

「伝
板
出
来
之
覚
」
が
現
存
す
る

（と
も
に

日本
居
宣
長

全
集
し
第
二
〇
巻

（筑
摩
書
房
、　
一
九
七
五
年
）
所
収
）。
巻
二
・
八
。
一
九
に
関
す

る
記
述
は
前
稿
で
引
用
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（‐５
）

「古
事
記
伝
」
と

「国
号
考
』
の
先
後
関
係
に
関
し
、
矢
田
勉
氏
は
前
掲
注
（４
コ
調

考
に
お
い
て
、
「特
殊
な
平
仮
名
字
体
の
使
用
は
、
「国
号
考
」
に
見
ら
れ
る
。
「国
号

考
』
は

「古
事
記
伝
」
に
先
行
し
て
版
行
さ
れ
て
い
る
う
え
、
稿
本
の
段
階
で
も
そ

れ
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
鈴
屋
に
於
い
て
こ
の
特
殊
な
平
仮
名
字
体
体
系
が
成
立
し

た
時
期
や
経
緯
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
「国
号
考
」
が

「古
事
記
伝
」
版
本
の

版
下
作
成
に
当
た
っ
て
、
そ
の
仮
名
字
体
の
範
の
一
端
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
」
全
一八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（‐６
）

こ
の
こ
と
は

「古
事
記
伝
」
及
び

「国
号
考
』
の
板
下
出
来
の
記
録
か
ら
も
裏
付

け
ら
れ
る
。
ま
ず

『古
事
記
伝
し
に
関
し
て
は
、
前
掲
の

「古
事
記
伝
上
木
雑
事
」

及
び

「伝
板
出
来
之
覚
」
に
よ
る
と
、
最
も
早
く
板
下
が
出
来
し
た
の
は
巻
二
で
、

天
明
六
年

一
〇
月

一
四
日
に
板
下
が
書
痒
へ
送
ら
れ
た
と
の
記
録
が
見
え
る
。　
一
方
、

「国
号
考
」
に
つ
い
て
は
、
「著
述
書
上
木
覚
」
η
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
〇
巻

（筑

摩
書
房
、　
一
九
七
五
年
）
所
収
）
と
題
す
る
宣
長
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
天
明
七
年
二

月
八
日
に
板
下
が
書
肇
へ
送
付
さ
れ
て
い
る
。
両
書
の
刊
行
は
、
「古
事
記
伝
」
が
寛

政
二
年
か
ら
文
政
五
年
に
か
け
て
で
あ
る
の
に
対
し
、
「国
号
考
』
は
天
明
七
年
と
、

「国
号
考
』
が
先
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
板
下
の
出
来
時
期
に
関
し
て
は
順
序
が
逆

と
な
り
、
「古
事
記
伝
』
の
板
下
の
方
が
先
に
出
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（‐７
）

『本
居
宣
長
全
集
』
第
八
巻

（筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
）
の
口
絵
に
は
冒
頭
部
の

写
真
が

一
葉
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
所
収
の
大
久
保
正
氏

「解
題
」
の
「国

号
考
」
の
項
で
も
、
自
筆
稿
本
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（‐８
）

七
枚
の
付
箋
の
う
ち
、　
一
オ
。
ニ
オ

・
ニ
ウ
に
貼
付
さ
れ
た
付
箋
で
は
、
記
さ
れ

た
訂
正
本
文
に
関
し
、
若
干
の
例
外
も
存
す
る
も
の
の
、
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避

が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
る
。上
部
余
白
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
訂
正
本
文
に
つ
い
て
は
、個
々

の
文
章
が
短
い
も
の
が
多
い
た
め
判
断
し
が
た
い
が
、
全
体
的
に
は
訓
仮
名
出
自
字

体
の
忌
避
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（‐９
）

大
久
保
正
氏

「解
題
」
∩
本
居
宣
長
全
集
』
第
八
巻

（筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
じ

の

「国
号
考
」
の
項
。

（２０
）

巻

一
五
に
一
〇
例
、
巻

一
六
に
二
例
、
巻

一
七
に
一
例
の
例
外
が
存
す
る
。
前
稿

の
表

・
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２‐
）

「本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
二

（筑
摩
書
房
、　
一
九
七
七
年
）
所
収
。

（２２
）

「本
居
春
庭
写
物
覚
帳
」
に
は
記
載
が
な
い
が
、
「古
事
記
伝
」
巻

一
四
も
春
庭
の

板
下
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（２
）

調
査
テ
キ
ス
ト
は
、
「玉
く
し
げ
」
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
寛
政
元
年
刊

記
本

盆
“
求
記
号

¨
一
二
五
―
七
四
②
）
を
、
『神
代
正
語
」
は
架
蔵
の
無
刊
記
本
を

使
用
し
た
。

（２
）

と
は
い
え
、
春
庭
以
外
の
人
間
が
板
下
を
担
当
し
た
範
囲
に
は
訓
仮
名
出
自
字
体

の
忌
避
の
例
外
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

（２５
）

矢
田
勉
氏
は
注
（４
コ
嗣
考
に
お
い
て
、
「古
事
記
伝
』
板
本
の
書
記
様
式
を
踏
襲
し

た
者
と
し
て
伴
信
友
、
平
田
篤
胤
、
岡
部
春
平
の
名
を
挙
げ
た
上
で
、
「特
殊
な
仮
名

字
体
の
使
用
は
受
け
継
い
で
い
る
も
の
の
、
『古
事
記
伝
』
版
本
が
注
意
深
く
使
用
を

避
け
た

「
っ
・と
ｏ
へ
」
の
よ
う
な
字
体
を
も
使
用
し
て
い
る
」
會
一五
頁
）
と
述
べ
、

彼
ら
の
著
作
と

「古
事
記
伝
」
板
本
と
の
間
に
仮
名
字
体
の
体
系
の
違
い
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

―
―
本
学
大
学
院
助
手
―
―


